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I はじめに

天竜川流域の水質変化の要因をさぐるた

めに，自然的人文的環境の変容という観点か

ら解明を進めた。以下，研究進展の状況につ

いて報告する。

E 現地調査による居住環境に関する考察

1.居住環境の変容に関する考察

天竜川上流域の辰野町宮木・小野において、

昭和初期の水利用と水環境を中心とするコ

ミュティの形態と規模に関する考察をおこ

なった。この考察は、水環境においても同様

に維持管理システムをになう社会的共同体

とそれを実行する伝統的慣習が存在すると

いう想定にもとづく。そのなかでも、水環境

において維持管理システムをになう社会的

共同体を『水系コミュニティJとする。また、

辰野町宮木・小野は、伊那街道にそって連続

したふたつの宿場町で、開渠の用水と湧水や

井戸が混在する集落である。

まず、対象とする時代を各戸別に利用でき

る上水道施設の普及以前の昭和初期とし、現

地調査や文献調査から当時の水資源の利用

状況を把握することによって、水系コミュニ

ティの規模とそれにともなう水資源の種類

や維持管理システムの形態を明確に関連づ

けた。現地調査として、宮木・小野両集落に

おいて、被験者の属性、自宅の敷地内におけ

る井戸あるいは用水などの水利施設の有無、

昭和初期当時の生活用水の主水源、水の利用

法、利用の際の規則・注意点、利用期間、水

に関する風習・言い伝えなど、 7種類 13項目

からなる水利用についてのヒアリング調査

をおこなった。くわえて、小野については、

事前調査としてヒアリング調査と一部の住

宅について配置図を作成した。宮木では 46

軒、小野では 16軒(うち事前調査としては

10軒)の調査回答をえた。

2.共同利用の水源を基盤とするコミュニティ

現地調査より、宮木においての昭和初期の

生活用水の主な水源は、湧水や共同の井戸や

簡易水道の共同栓であることがあきらかに

なった。かわって、小野では、同時期におい

て各戸別に井戸を所持し生活用水にあてて

おり、宮木の例とことなる形態を示している。

ここでは、宮木の利用例を中心に考察を行う。

宮木においての共同利用の水源の利用者

の分布をみると、水源を中心としてえがいた

円に分布がおさまり、その円のつらなりが集

落全体をおおう様子があらわれた。ここで、

その円が水系コミュニティの規模をあらわ

していると仮定する。ヒアリング調査の結果

をもとに、共同利用の井戸の利用についての

規則や、簡易水道の共同栓ごと鍵をかける利

用法、水源ごとに水神をまつる祭事などがあ

ることがあきらかとなった。これは、利用上

の規則や水源と関連のある祭事などの住民

の意識がたばねられる慣習が存在し、その一

部の慣習は地域に根付きシステム化してい

る状況がみられた。
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したがって、先に仮定した円状の水系コミ

ュニティの規模とヒアリング調査よりあき

らかとなった慣習や祭事をとりおこなうコ

ミュニティの規模が重複していることより、

宮木においては円状の水系コミュニティが

形成されていた、とかんがえられる。

3.用水を基盤とするコミュニティ

つぎに、小野では、宮木と異なり湧水や共

同利用の井戸が存在せず、円状の水系コミュ

ニティはみいだせない。しかし、伊那街道の

両側に連なる町家の裏側には、南北に集落を

縦断する町裏用水が存在している。

この用水の特徴は、く母屋一(用水)ー土蔵

ー畑>やく母屋-土蔵一(用水)ー畑>というよ

うに各住宅の敷地をつらぬき、それぞれの敷

地境界に戸や壁などの境界をへだてる装置

をもうけている住宅がすくないことがあげ

られる。ここに、用水のもつ公共性とつよい

横の連なりをふまえて、用水を基盤とした水

系コミュニティが成立していたと仮定する。

ヒアリング調査の結果より、小野におけるコ

ミュニティの形成には江戸期に起きた二度

の大火が要因のひとつである、とかんがえら

れる。まず、防火の意識を高める慣習として、

秋葉講が集落の一部で現代でもつづけられ

ている。また、大火を契機に整備されたとっ

たえられる町裏用水は、用水組合が組織され

管理される形態をとり、水神の祭事のない小

野においては、用水組合の総会が祭事的な役

割をはたしている。これは、小野において防

火のとりくみから派生した慣習が存在し、く

わえて、用水を管理するシステムが形成され

ている様子をしめしている。

したがって、先に仮定した帯状の水系コミ

ュニティ規模と、ヒアリング調査よりあきら

かとなった慣習と用水管理システムを行う

コミュニティの規模が重複していることよ

り、小野では帯状の水系コミュニティが形成

されていた、とかんがえられる。

以上より、宮木では共同利用の水源を基盤

とした円状の水系コミュニティ、小野では用

水を基盤とした帯状の水系コミュニティが

みられた。これは、それぞれの集落において、

水利施設の形態にくわえて、慣習や管理シス

テムの運営体系に即して、それぞれことなっ

た水系コミュニティが形成されていたこと

をあらわしている。さらに、水環境における

維持管理システムは、水系コミュニティと水

をとりまく慣習によって成立していたのは

明確である。

E 地理情報処理による地域的変容に関す

る考察

天竜川流域の地域的変容に関してこれまで，年

代別の地形図を比較することによる地域的変容を

把握するための手法の開発，明治初期における人

口分布の復元という 2つの作業を行ってきた。こ

れらの成果をふまえて本年度は統計資料の地図化

を試みた。

さて，近年，多くの統計資料がウェブ上で

公開されるようになってきた。これらの資料

は地図化することによりその空間的配置を

分析しやすくなる。従来，そのような地図は

手作業によって作製されてきた。ここでは，

GIS的手法を用いることによって簡便に地図

を作製することを試みた。 GISのためのソフ

トにはフリーのものから数百万円のものま

で様々なものがあるが，ここでは気軽に用い

ることができるものとしてフリーソフトの

「マンダラJを用い，地図を作製してみた。

作成したのは長野県における市町村別デー

タであり，①1990-2000年の人口数，②1990

-2000年の高齢化率，③1990ー2000年の産

業別人口比率(第一次，第二次，第三次)， 

④1991-2001年の農業従事者特化係数，⑤

1991-2001年の製造業従事者特化係数につ

いて図化を試みた。以下に，①，②，③(二

次を除く)⑤を示すことにする。

なお，分析データの処理に際し，教育学研究

科院生の吉池直樹君の協力を得た。
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E リモートセンシングによる地域的変容に関する考察
1.ハイパースベクトルデータ AVIRISを利用した都市
域土地被覆分類精度に関する研究

植物は自然の循環系のなかで中'U噛句な役割を果たしているこ

とは言うまでもな1.-'0森におし、ては空気の浄化、水源の確保、二

酸化炭素の固定など、我々を取り巻く様々な問題に密接に関わっ

ている。我々はこれまでに人工衛星データを用いて植生の把握、

樹種分類を試みてきた。そして、広葉樹・針葉樹の分類は可能で

あるが、山間部で斜面傾斜が大きい場合には誤差が大きくなるこ

となどを示してきた。

リモートセンシングぜ術による植生分類を行う際に、解析精度

が下がる原因として、(1)衛星データの地上分解御;15m程度で

ある場合同謝木のサイズと比較して大きすぎること、ω周波数分
解能が大きく、多くの衛星で4から15パント程度のバンド数で

地上の観測を行っているため、植物の持ワ微少な反射特性の違い

をとらえることができない、などの理由が考えられた。

近年地上分解能1m以下の分解能を持つ衛星 (IKONOSや

Quick Birdなど)が運用を開始し、ωの問題に関しては大きく
改善されたが、ωの問題に関しては残されたままである。そこで
今回は米国コロラド大学の協力により、航空機搭載型リモートセ

ンシングデータであるAVIRISデータを用し、て解析を試みた。高

空間分解能、高波長分解能であるAVIRISデータによる植生分類

の可能性を検討することを目的とした。また都市域の建物に関す

る検証も併せ行った。解析対象地区は米国コロラド州Boulder

市である。地上調査の嗣附のために、山間部の調査を行うことが

3.データ補正

1)輝度補正

AVIRISデータは3日間にわたり撮影されたため、天候、大

気の影響を考慮にいれ、各画像間で輝度補正を行った。ます吻め

に、隣債する画像間で閉じ場所(Bo叫.derl，2の間ではコロラド大

学キャンパス周辺、Boulder2，3の聞ではBase1ine住宅制司辺)

を2∞X180ピクセルで切り出しそこに含まれる平均DNを算出
した。そしてBo叫de訟を基準とし、各スベクトルのDNの差を

補正値として輝度補正を行った(表2)。この際、各データは同時間

帯に撮影されているため陰影の影響は考慮しないこととする。

できなかったため、都市域内の植生の分類を試みている。また現 図 1 AVIRISのフルシーン画像(左より Boulderl，2，3)

地実測の際に、地上調査だけではなく分光放射計によるスペクト

ノレ測定も行い、従来の解析手法とは違う S品 4分類という新しい

解析手法を試行した。比較対象データとして同時期のQuickBird

データを解析し、両データの相違についても検討を加えた。

2.解析準備

AVIRISとlまAirborneVisible/lnfrared Imaging Spectrometer 

の略でNASAが1992年から運用を始めた航空機搭載型の

ハイパースベクトルセンサである。波長帯は400-2500nm

であり約 10nm間隔に 224バンドの周波数分解能を持つ。

放射輝度は 0'""32767(15bit)のDigitalNumber (以下

DN)で表される。空間分解能は航空機の飛行高度により決

定され、約 3""""17mである。データはBoulder市内を南北

方向に3枚に渡って撮影している(図 1)。

高分解能衛星 QuickBirdは、バンド数がマルチスベク

トル4バンドにパンクロマチック 1バンドの計5バンドで

ある。放射輝度は 0........4095(l1bit)のDNで表される。

本研究では、画像中央座標が北緯40.004度、西経 105.2731

度のBoulderのデータを使用する(図2)。

実測・解析対象地域は商業地兼住宅地としてBo叫der官胞団E

周辺(図1，2仏))、緑地としてコロラド大学キャンパス周辺(図

1，2(B))、低層住宅地としてBaseline住宅地(図1，2(C))、

Manhatt担住宅地(図1，2ω1))、商業地としてParlSt.(図1，2(E))

の合計5地域とした。データ観測目前1週間は降水がなかったた

め、降雨の影響はないものとする。グラウンドトクルースは現地

で行った植生調査により作成した実測植生図を参考にする。
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図2 解析対象糊.QuickBird)ゐ噌」

表 1 観測詳細データ

Quick Bird AVl同S

観撮測影時日刻
10月5日 10月11.12.14日
10舟O 11:初

空間分解能 2.56m(0.64m} 3.6町、
観調高度 450胎n 5胎n
観測角度 14

0 

0
0 

観湖面素数 132∞x 132∞ 805x2048 
天候 晴天 晴天



表2Bo叫d.er2を基準とした各画像の輝度補正値の例

hdl BnEl :&nn01 Jmll51 島町四1

hd生~1 -11 -148 →58 -51 -10 
hd生笠宮 o 0 0 0 0 

hd歯ヨ 48 aB 100 11 13 

2)大気補正

大気にはα)2や也Oなどのスベクトル吸収帯が存在している。

この影響を除去するために今回は大気補正ツールFLAASHを使

用し、 DNを放射輝度から反射率に変換した。

3)幾何補正

今回使用するAVlRISデータは前述のように配布時に幾何補正
がなされているが、比較対象データであるQuickBirdデータと

の相互の位置あわせを行う必要がある。今回は配布時に既に座標

デー夕方2付属しているQuickBirdデータをベースに加曙e加

Imageの幾何補正を行うこととした。航空機データは画像のひず

みが大きし、ため、 Gro田ld仁hn岡山山t(G.C.p)を130ポイント

利用した3次多項式調数変換により幾何補正を行った。内挿法は

Nearest Neighbor法とし、データ間の平均許容誤差侃MSE)は1

ピクセル以内とした。まtdJ朝刊〉際に双方のデータサイズを合わ

せるため、幾何補正する際にQ也生日rdの空間分解能2.6mに合

わせてAVlRISのデータを分割しリサイズした。

4. Quick Birdデータによる土地被覆分類

分類カテゴリーをアスフアルト、コンクリート、水域、芝生、

樹木、住宅ー建物(金属の屋樹、大学の建物(局、二七壌L岩石
の10種類とした。解析に使用するバンドはバンド1から4およ

びNDVIの5バンドとした。NDVIは市街地の建物や里山の起伏

等による日射環境の差異を簡易に補正し、縁被とそれ以外の差を

強調できるように考えられた指標である。バンド3(可視域赤:600

吋紬皿)とバンド4促彬峨:活Oサ∞nm)から作成し、 DNが

Oから2047の聞に収まるように算出した値を整教化した(式1)。

NDJ;7 ={ ( ::b4-Xb3 )+ 1 }x 1024・・・・・(1)
Xb4+Xb3 

実測調査から教師データを作成し、最尤法により分類した。分

類結果とクラスター舟斬の結果を比較して、同じカテゴリーに分

類されたピクセルを抽出し、再度教蹄データを選定しなおしt4，

既往の研究より、「分類精度向上のために対象以外のカテゴリ

ーを除去し、時瀕をかけると誤分類が減少するJということが

実証されているため、解析結果から緑被(芝生、樹木)のみを抽

出し、他のカテゴリーのピクセノレはすべてDNがOになるように

史躍した。(以下この過程のことを「マスクをかける」民改Eする)
マスクをかけて抽出された緑被をN回品位1葉粉、Gra錨(芝益金
Broadu4葉樹)、 Au加mnal(i粗葉してb、る樹木)に詳細分類する。

分類結果からh毘line住宅地 (C)を100X1∞ピクセルで切り

出し(図説F))AVlRISとの比較対象とする。今回Ba艶，line住宅

地を比較対象地域としたのは、街路樹や庭木、芝生などの植生が

細かく分布し、建物の屋根の材質、形状が異なっているからであ

る。 QuickBirdによる植生分類図を図3に示す。

5. AVIRISデータによる植生分類

1 )最尤法による緑被の抽出

QuickBirdと同じ最尤法による緑被マスクの作減を試みる。分

滋

T
ν
m

鰍

附

N

④

国3 QuickB:廿dによるBa艶line住宅地植生分類図

表2 Baseline住宅地における植生一致率

類カテゴリーは4章の解析と同じ、アスフアルト、コンクリート、

水域、芝生、樹木、住宅、建物(金属の屋根)、大学の建物(却、

士嬢、岩石の10種類としt4，解析に使用するバンドはQ凶.ckBird
のバンド1...... 4に対応する却IRISのパンド1......70と水蒸気の吸

収帯11∞nm'付近の影響を考慮したバンド71"-'99の合計100ノ《

ンドとした。そして却IR回のNDVI算定式をQuickBirdのバ

ンド3と4に対応する AVIRISのバンド29と51(中，i:;嘘長:

645.38n皿、 826.67nm)から作成し丸 NDVIのDNが各カテゴ

リーのスペクトルの平均DN(20∞前紛に近b植に収まるよう算

出した値を整数化した。

分類結果と作成したNDVIを比較し、 NDVIのDNが2似8以

上になる部分、かっ緑被に分類されたピクセノレを植生として抽出

した。なおこの解析では、枯れた草原、土壌、芝生がどのように

分類されるかを静くるために土壌のカテゴリーであってもND羽

が2伯8以上のときは縁被にこのピクセルを加え、緑被マスクを

作成した(図的。

2)スペクトルの分光糊生とS細分類

物質は固有のスベクトルを持ってし、るが、 AVIRISデータはそ

のバンドの多さから物質の連続したスベクトルを把握することが

できる。しかし、最尤法では植生を細かく分類するのは難し1i'o

そこで今回はSAM分類 (S抑制AngleM符脚C1a鋪叫佃)廿笹

生を分類した。 S品4分類はデータのDNを分光放射計で測定し

td.致す率と比較し、両者のスベクトル角を計算することで類似度

を判定し分類する方法である。今回はA羽RISデータの中

から実測調査した地域を抽出し、教師スベクトルを算出した。こ

の解析手法ではAVlR回データに対しての水蒸気や∞2などの吸

収帯による大気補正は不要になる。

植生調査から占有面積の大きい植生を調べて分類のカテゴリ

ーをGr，邸s(芝生)、 N伺 dle-Leaf(針葉樹)、Ash(トネリコ)、

Willow (ヤナ粉、Map1.e(カエデ〉、ω悦ontree(カポック)、回m
(ニレ)、Soilwith Grass (芝生と裸地の混合)、Soilw抽 out

Grass (操地とまばらな芝生)の9種とした。ボウルダーでは針

葉樹はPine(マツ)、 Tsuga(ツ刻、Sprul田(ス劫が生育している
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図4 解析用胸部画像 図5 緑被マスク jL
(黒:緑被'4IIV

がスペクトル売舛財部lてし、るために同じカテゴリーとした。実測

調査の結果をふまえ、明らかにそのカテゴリーと考えられるピク

セルを却IRISのデータから抽出して教師スベクトルを作戒した
(図6)。そして、個々のスベクトル相生を把置する。

SAM分類を行う際には関値の設定が重要である。そこで検証
のために関値を0"'U.5まで0.025ごとに変化させ弘艶line住宅

地に対してSAM分類を試行した。分類結果を考慮し、本布院で
は0.2を蘭直として使用することとした。図6のスベクトルを教

師スベクトルとして、抽出した緑被に対して闇値 0.2を使用し

SAM分類を行った。水蒸気や∞2による吸収帯域は解析に使用
せず、Band1""倒、 127'"'-'145、171'"'-'224の合計171バンドを解

析バンドとした。次に、作戒した土地被覆分類図から島鴎line

住宅地を1∞X1∞ピクセノレで切り出し(図2，4的)各カテゴリ

ー別の詳細分類図を作成した。解杭結駒ト部である広葉樹分類

図を図7に示す。

3)考察

図7はMaple、Ash、羽llowの広葉樹3種類の分類図である。

この 3種は樹冠が比蜘句大きいため個体の抽出が可能であった。

また、実現植生図の中に同じカテゴリーのAVIRISの解析結果が
含まれる害恰を一致率として算出した(表3)。実現陪果と解析結果

の本教はともに也、値を示したが、一致率はMapleが48.4%と

低.¥t'0この原因として幾何補正とりサイズの際にピクセルを内挿

する過程で樹窟亙縁部のスベクトルが変化したことが考えられる。

そのため解析結勲フ樹冠の面積院親l結果よりも減少し丸詳細
植生図封筒岳する段階で樹窟E縁部の補正が必要となることが分

かった。

Gra話、制lwithGra錦、制1without Gra路の芝生の此殺で

は芝生の副生度の違いが示された。目視による実測では托握でき

ない植生の状態もスベクトノレから定量的に判別できる。

N悌占e-Leaf、 α批咽百'00、EImの3種の分類図では、植生の陰
影の部分はバンド40以降のスベクトルの形状がEImと酷似して

いるために個8)、陰影を示す郁分に回mが多く分類されている。

また、 AVIRIS、Q国.ckBirdともに陰影の部分は他の植生よりも
低い分類精度を示した。

定
。

L..t.-L..1.__l._t・_L-Lーム」
50 '!OO 15む
Bond Nurnbcr 

図6 教師スベクト/レの形状

議九e睡@
管制曜p.，

晶噛~九も.，....噂
争宮 ; 
二略..

匂器切.， . 

図7 広葉樹分類図

(左上)実測植生図

(右上)AVIRISの分類図
(左下)Q凶.ckBirdの分類図

N 

④ 
M却le
Ash 瞳盟富Autumnal-Leaf
WilJow醸欄 Broad-Leaf 

AVlRlS QuickBird 

田由 。白紙on 'lh指

..・ E防E
醐開Shadow

園田 Needle

部 e~~3 Nu的知r

図8Needle-Leaf、co此on百'ee、回m、Shadowのスベクトル
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実測結果と解析結果との比較

実測本叡 解析本数 実濁面穂rri') 一致面臨時 一数取紛

M申』 39 43 t7740 1∞'75 48.4 

Ash 5 4 3953 誕略8 83.8 
帆IIl10w 13 18 7回8 6382 69.4 

N開de 19 3'7 4516 1892 35.'7 

cotton 8 26 2286 1113 41.5 
EIm 7 31 3352 1028 26.2 

表3

図9 Ba田:Iine住宅地材質分類図

(左上:PAN画像左下:QuickB副分類図，右上:実測図，右下:AVIRIS分類図)

表4Baseline住宅地屋根材一致率

説
明
b
昨
日
裕
治

h.

カテゴリー 膚調関疎開 11 AVI同母4掠事耳紛 @テ号俸t!CI)

α岨XBI.κx 4 。 3 。 25 
S蝋STAVHTE 12 9 4 民3 16.'7 

asERTTAN 13 H 。 '76.9 。
s8執aAY 3 。 。 。 。
19苓杭αmA H H 21 民2 23.5 

瓦 。 。 2 一 。
その他 。 2 。 。
官官f 49 45 30 

一致串M忠実演劇閣調し同泊手ゴザ寸MVI随分県離課金治酎1る軒数d漕拾

6.まとめ

以上の分析より以下の知見を得た。

(1)植生抽出精度に関してはAVIR砲ではQuickBirdと同様に都

市域の数m四方の小さな植生を抽出することができる。

(2)植生分類・材質分類双方において、 AVIR回の解析結果は

Q凶ckBirdの解析結果より高い精度で分類可能であることが分

かった。幾向補正の際にリサイズしデLータを内掃する過程でスベ

クトノレの変化があり、誤半l毘Ijが多くなった。データ補正の際にこ

れを減らす手法の確立が求められる。

(3)スベクトル角から類似度を判定し分類するS品 f分類による

土地被覆分類を荷予した。この結果、ハイパースベクトルゲータ

を利用した分類においてSAM分類は有効であることを確認した。

(4)分光放射計で実測したスベクトルから教師データを件戒しす

る手法において高L、分類精度が確認された。今後各種補正の技術

が向上することにより精度の向上が期待される。

なお，本研究においては天野雄一朗君の協力を得た。

研究成果
天野雄一朗・高木直樹「ハイパースベクトルデータAVIRISを利用した
都市域植生分類精度に関する研究J(日本建築学会環境系論文
集，No.5卯瓜肪.4掲載予定)

-97-

5. AVIRISデータによる材質分類

1)分光放射計によるスペクトル測定

本研究では、分光放射計町民回毎即日。Jを使用したスベクト

ノレの実現!調査を行った。今後続くハイパースベクトルヂータの解

析において、このようなデータの蓄積は重要なためできるだけ多

くのスベクトルを計測することとした。

2)分光放射計スペクトルを教師データとした材質分類

各実測調査地において、占有面積の多いものは、植生、アスフ

アルト(道路の舗豊島、屋根である。材質分類をする対象物を屋根

材とする。なぜなら、屋根材会類は他の物質分類を行うより、実

測が正確にでき解析もスムーズに行えるからである。また、

加品位の住宅地の屋根材は日本ほと宅顕が多くなく 6，7種類で

ある。これらを考慮に入れ、分類カテゴリーをα妊XBLACK(黒・
こげ茶)、盟弘STAWHlTE(白・明灰色)、 DESERITAN(薄茶)、

SIE臥 GRAY(漉灰・濃茶)、τFRRAC白百〈灰色・茶色)、Jf(赤茶)、

コンクリート、アスフアノレト、土壌の9種類とした。また、 5章

での分類結果よりマスクによる植生の除去を行った。また植生解

析では闇値を0.2に設定したが、材質分類を試みる際に0.2、0.225、

0.25、0.275、0.3と推移させたところ0.275が最も良し、結果であ

ったため、本解析では闘値を0.275とした。解析バンドは水蒸気

の吸収帯のみを考慮した、Band6--31、Band35--106、B佃 d113

--153、B血d166サ 24の合計203バンドとする。次に、作成し

た土地被覆分類図からBa昆泊施住宅地を1∞X1∞ピクセルで切

り出し(図2，4(E))各カテゴリー別の詳細分類図を作成した。解

析結果を図に示す。

3)考察

実測結果より助se1ine住宅地では鉦弘STAWHf回、 DESERT

TAN、1ERRA∞'TIA.の3種類の屋根材が多く存在している。図

9より一軒に含まれるカテゴリーで最大数のものをその住宅のカ

テゴリーとし各軒教と一致率を算出し丸また A申凶tは削除し

である。QuickB凶分類図ではほとんどが1ERRA∞ifIA(灰色・

茶色)として分類されているが、一致率は全体が 25%以下と低し、

(表4)0Qui<北B凶では細かな分類は難しいことが清慶される。

AVIRIS 分類図において、先述の 3種類の材事~類図一致率を見

ると 58%、71%、飽%と高い一致率であった。住宅数の抽出にお

いても郡精度を示した。しかしON医 BLACK と SI回~GRAY

は分類されなかった。これはONIXBLACKはA単13ltとして、

SIERA GRAYI主主回RACOTIA.とcor回指として誤分類された

ためである。

また、他の解析対象地について考察すると、コロラド大学キャ

ンパス周辺の大学の建物は一部を除き瓦屋根で統一されている。

このエリアの瓦島根の一致率はq語.ckBirdが70%で、却IRISが
57%であった。 AVIRISの一致率が低し、原因として、屋根が陸屋

根ではないために、日射の角度などの条件により可視域のスペク

トルが屋根面の方向に対して変化しやすし、ことが考えられる。


